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本邦 臨床薬理の到達点を示す書

第2世代抗精神病薬が我々の臨床現場に登場

して，すでに10年が経過しようとしている。

この薬剤の登場とほぼ軌を一にしてわが国で

も，統合失調症治療が随分変化してきた。特に

薬物療法の分野では，急性期から維持期への治

り方そのものが問われるようになってきてい

る。病を持つ患者の生活を最終的にいかに豊か

なものにしていけるかだけでなく，いかに患者

に負担の少ない自然で綺麗な経過でそこまで到

達できるかが問題とされてきている。終わりよ

ければすべてよし式の治療は今や完全に否定さ

れている。

そんな臨床現場の潮流の中で本書は企画さ

れ，今回1998年に発表された日本版アルゴリ

ズムの改訂版として刊行された。アルゴリズム

は臨床研究によって得られた実証的証拠に基づ

いて作製された治療手順である。統合失調症の

薬物療法の基本が網羅されていると言ってよ

い。臨床薬理を専門にしている者にとっては，

アルゴリズム自体は当たり前のことが簡潔に記

載されることが多いので，この手の本は退屈な

ものが多い。しかし本書では，解説に十分な紙

面を割き，その内容も臨床的なセンスに富み，

手軽な総説としておもしろく仕上がっている。

それは解説にオピニオンの意見も適宜採用し

て，より臨床現場の細部にまで行き届いた記載

がなされていることも一因である。特にわが国

オリジナルのエビデンス，オピニオンに重点を

おいた編集方針は，

い。臨床家は個々の症例を目の前にし

すものであり興味深い。さらに本書

は，有害事象の評価と対策にアルゴリズム全体

の半分以上の紙面を割いていて，その解説もて

いねいである。体重増加，代謝障害，突然死な

ど最近話題の有害事象への対応も今回取り上げ

られた。これは，患者に負担が少ない自然で綺

麗な経過を求める最近の臨床薬理の動向と合致

するものであり，この本の編集に当たった精神

科薬物療法研究会の意図もここに読みとれる。

本書では，最終章で抗精神病薬の作用機序に

関する解説がなされ，最新の実験データも多く

記載されている。それらの多くは臨床から直接

引き出されたものではないが，確かに最新の科

学的エビデンスである。アルゴリズムは地図で

あるが，すべての道が網羅されているわけでは

な

タから合

理的に導き出される薬理学的

て，盲

目的にアルゴリズムに当てはめるのではなく抗

精神病薬を主体的，創造的に使用していかなけ

ればならない。特に予想された効果が発現しな

い場合や，予想外の有害事象が発生した場合に

は臨床家の真価が問われる。日常臨床から得ら

れる臨床家の確かな経験と，臨床薬理から得ら

れたアルゴリズムと，薬物の基礎デー

ひ本書の最終章

も読了されることをお

視点の3方向から

の立体的な視点が，エビデンスを越えた薬物療

法の臨床的センスを育むと考えられる。やや難

解な箇所も見受けられるが，ぜ

円（本体 円＋

税

薦めする。

(慈圭病院)
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